
令和6年度　トライアングル　スマイル　事業計画書
【施設の目的】
有限会社トライアングル・スマイルが設置するトライアングル　スマイル（以下「当園」という。）が保育所として行う保育・教育の適切な運営を確保するために人員及び管理運営に関する事項を定め、当園を利用する小学校就学前の子どもに対し、適正な保育・教育を提供することを目的とする。
【保育園の運営】
＜所在地＞
横浜市鶴見区鶴見中央4丁目28-7　ヴィラリッツ鶴見中央2階
　＜事業開始年月日＞
　　　（無認可保育園）　平成15年12月1日

　　　（横浜保育室）　　平成17年4月1日
　　　（認可保育園）　　令和1年4月1日

＜保育・教育を提供する日＞
（開園日）　月曜日～土曜日　（休園日）　祝日　12月29日～１月３日
＜保育・教育を提供する時間＞
（開所時間）　月～金曜日　7：00～19：30　　土曜日　7：30～18：30　　　
＊11時間保育　 月～土曜日　7：30～18：30　　
＊８時間保育　　月～土曜日　8：30～16：30　
＊延長保育　　　月～金曜日　7：00～7：29　　18：31～19：30
土曜日なし
＜利用定員＞　3.4.5歳児は、各クラス9人まで受け入れ可能。
	クラス
	０歳児
	１歳児
	２歳児
	３歳児
	４歳児
	５歳児

	定員
	6人
	8人
	8人
	8人
	8人
	8人


　＜職員数＞
　　　19名（園長・主任・保育士・看護師・栄養士・調理師・事務員・子育て支援員）
　　　　＊派遣社員　1名
【運営の方針】
※人との出会いや様々な経験の中で、こども一人ひとりの個性を尊重し、大切に育て
ていく。
※毎日の生活をのびのびとゆったりと過ごすことができる環境を作り、そのなかで、
基本的生活習慣を身に付けていく。
※戸外遊びを中心とし、四季折々の自然に親しみながら健全な心と体を養っていく。

【保育・教育の内容】

当園は、乳幼児の発達に必要な保育・教育を提供する。
＜保育計画・実施記録＞
　※園の保育理念に基づき、各クラスが保育計画を立てる。またその保育計画をもとに、
職員同士で情報共有をしながら保育を行う。
　　　　　全体的な計画　年間保育計画　月案　週案
　　　　　年間食育計画　年間保健計画　年間避難訓練計画
　　※保育の様子を記録し、振り返りを行いながら毎日の保育を行っていく。

　　　　　保育日誌　児童表　給食日誌　保健日誌　避難訓練実施記録　行事記録表
　　※記録書の保存は5年とする。

　＜行事＞　
年間行事…行事前は行事の担当を決め、職員が協力し合いながら準備を行っていく。
　　　　　行事後は、職員反省会・保護者アンケートを行い次年度に反映させていく。
　　　4月　入園式　こどもの日集会　懇談会　食育集会　お誕生会　避難訓練
　　　5.月　歯科検診　親子遠足　食育集会　お誕生会　避難訓練
　　　6月　内科健診　保育参観　食育集会　お誕生会　避難訓練　個人面談
　　　7月　プール開き　七夕集会　お楽しみ会（年長組）
　　　　　　食育集会　お誕生会　避難訓練

　　　8月　プール閉い　食育集会　お誕生会　避難訓練
　　　9月　食育集会　お誕生会　避難訓練
　　 10月　運動会　おいもほり　保育参観　食育集会　お誕生会　避難訓練
　　 11月　内科健診　秋の遠足（幼児組）　食育集会　お誕生会　避難訓練
　　 12月　クリスマス発表会　食育集会　お誕生会　避難訓練
　　　1月　歯科検診　保育参観　食育集会　お誕生会　避難訓練　個人面談
　　　2月　節分集会　懇談会　入園説明会　食育集会　お誕生会　避難訓練
　　　3月　ひな祭り集会　お別れ遠足　卒園式　食育集会　お誕生会　避難訓練
＜健康管理・衛生管理＞
※下記のマニュアルを作成し、園内研修を行いながら職員で共有し、実施していく。
感染症予防・まん延防止対策マニュアル　嘔吐処理マニュアル　
衛生管理（オムツ交換・トイレ）マニュアル　睡眠時呼吸確認マニュアル
プール・水遊びマニュアル　お散歩マニュアル　与薬マニュアル

※年に２回の健康診断及び歯科検診を実施する。
　　（嘱託医）　内科　渡部クリニック　渡部　顕
　　　　　　　　歯科　つるみ歯科クリニック　花沢　秀美　
＜安全対策と事故防止＞
※下記のマニュアルを職員で共有し、訓練を行いながら緊急時に対応できる体制を
整える。
緊急時マニュアル　非常災害時マニュアル　　虐待防止マニュアル
事故防止・事故対応マニュアル　食物アレルギー対応マニュアル
　　　※ヒヤリハットを作成し、定期的に振り返り安全を確保する
【保護者対応】
　　※連絡ノート
＊毎日の子どもの様子や健康状態等を共有する
＊保護者の育児相談があった場合は、対応する。担任が判断できない場合は、
園長・主任に相談の上が対応する。
　　※園からのお知らせ
　　　　園だより　クラスだより　アプリ・メールでの通知　玄関に掲示　連絡ノート　
        その他年2回懇談会を開催し、情報共有を行う。

　　※苦情解決の仕組みを保護者に説明し、苦情があった場合は対応する。
※障害や発達上の支援を必要とする子どもとその保護者に対して、十分な配慮のもと
保育や支援を行う。
【地域交流】
　　※鶴見区の「さくらんぼの会」に参加し、保育を提供する。

　　※一時保育実施を検討　園庭開放実施を検討
　　※ホームページ・インスタグラム等で園の情報を配信する。
　　※おいもほりで近隣の農家との交流を行う。
　　※小学校と交流ができるようにする。

【職員の勤務内容】
＜職員の職種、員数及び職務内容＞
（１）施設長（園長）（常勤専従）　１人

園長は、保育・教育の質の向上及び職員の資質の向上に取組むとともに、職員の管理及び業務の管理を一元的に行う。
（２）主任保育士（常勤専従）　１人

主任保育士は、園長を補佐するとともに、保育計画の立案や支給認定保護者から育児相談、地域の子育て支援活動及び保育内容について他の保育士を統括する。
（３）保育士　13人（常勤専従　6人、非常勤　7人）

保育士は、保育計画及び保育課程の立案とその計画、課程に基づくすべての子どもが安定した生活を送り、充実した活動ができるよう保育を行う。
（４）調理員　1人（常勤専従　1人）

調理員は、献立に基づく調理業務及び食育に関する活動を行う。
（５）栄養士　1人（常勤専従　1人）

栄養士は、子どもの発達段階に応じた離乳食、乳幼児食、幼児食に係る献立を作成するとともに、当園全般の食育を行う。
（６）事務・用務員　1人（常勤専従　1人　保育士資格あり）

事務・用務員は、当園の事務及び雑務を行う。
（７）看護師　1人
　　　看護師は、子どもの健康管理と当園全般の衛生管理を行う。
（８）嘱託医　1人

嘱託医は、当園の子どもの心身の健康管理を行うとともに、定期健康診断、職員及び支給認定保護者への相談・指導を行う。
（９）嘱託歯科医　1人

嘱託歯科医は、当園の子どもの心身の健康管理を行うとともに、定期健康歯科健診、職員及び支給認定保護者への相談・指導を行う。

＜業務の質の向上＞
※研修を行い、保育・教育の質の向上を目指す。研修内容の共有を行う。
　キャリヤアップ研修　横浜市・鶴見区主催研修　園内研修　等
※年度毎に保育士等の自己評価及び保育所の自己評価を行い、その結果を公表する。

※市運営基準条例第16条に規定する外部による評価については、横浜市福祉サービ
スの第三者評価を5年に１回受審し、その結果を公表する。
※就業規則・服務規程を理解し、保育に務める。
　　※保育理念を理解し、理念に沿った保育に務める。

　　※保育以外の保育雑務・保育環境設定（整理・整頓・清掃等）
＜個人情報保護＞
　　※個人情報の入ったパソコンはパスワードを設定し、外部者の閲覧・データの複製が
できないようにする。
　　※個人情報のデータは、園外に持ち出すことを原則禁止する。
　　※個人情報の必要性を理解し、職員に徹底させる。

＜令和6年度の取組＞
　【保育園の運営】
　　＊第三者評価での結果を踏まえ、指摘事項について少しずつ改善していく。
　　＊PDCAサイクルの内容と必要性を職員と共有し、実施していく。
　　＊事業計画や事業報告、財務報告や苦情相談の実績をHPに掲載し、運営の透明性を
　　　より高めていく。
　　＊4月の園児数が全体の86％となっており、0.1歳児の定員が空いていることを受け、園の情報を広め、一時保育や園庭開放などの保育サービスを本格的に行っていき、園児の集客につなげる。
　　＊税理士とも定期的に打ち合わせをし、運営状況に合わせて対応していく。
　【保育運営】

＊クラスミーティングを定期的に行い、全ての職員が子どもたち一人ひとりの情報を
共有し、また園の保育理念に基づき保育ができる環境を整えていく。
　　＊行事毎に、状況に合わせた開催方法を検討し、実施後は振り返りを行う。
＊保育士・看護師・栄養士が連携をとり、子どもたちの健康と安全に留意し、感染対
策を徹底していく。
＊地震が多く発生していることから、防災への意識を高め、避難訓練を見直し・実施
していく。また、事業継続計画（BCP）の作成を行い、職員・保護者に周知する。
　　＊ヒヤリハットの作成を徹底し、全職員に周知する仕組みを構築し実施する。　
＊苦情解決の仕組みを保護者へ、苦情解決のマニュアルを職員に周知し、実施する。
　　＊昨年度実施していた地域交流に加え、小学校との交流も行っていく。
【職員の勤務】

＊正職員と夕方職員の職員を確保する。
＊引き続き職員研修を行い、振り返りも行っていく。職員の資質向上に努める。

　　＊職員同士の情報共有を密にしていく。
　
年度終了後に園の自己評価で振り返りを行い、結果をもとに次年度の計画を立てる。
